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＜連絡事項＞

・特記なし
＜患者様連絡事項＞

・船田　泰子様～麻薬の錠数が8T/包から6T/包へ減薬となっている。

・佐藤　俊也様～点滴昨日で終了。また不眠の訴えありネルボン（10）1T　1*vds　3日分処方となっている。

・佐藤　さた～臨時薬同内容で3日分処方となる。明日心電図施行し、異常所見なければ退院の方向となる。

・山崎　清助様～排便－5日のためセンナリド3T、1回分処方となる。

・佐々木　たま様～硬便あり、本人より苦痛訴えあり。深澤Drへ報告し、Mgo(330)3T　3×ndE、センナリド1T　1×vds　8日分処方。

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞

・木村　格治様～終日隔離中。メコバラミン拒薬あり。要求時の大声は続いている。開放中のトラブルはなく対応時の易怒性もなし。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。

・畑中　成夫様～終日隔離中。神発言はあるが対応時の易怒性、粗暴性はない。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
＜要注目患者様＞

・小笠原　澄子様～帰宅要求きかれテンキーいじりあり。介入時の易怒性はない。

・桑原　幸一郎様～バイタルサインの異常はないが、痰絡みあり一時的に酸素飽和度下している。吸引後は90％以上を維持できている。点滴は同内容で5/17　24時まで継続の指示。
・聖前　偉三郎様～バイタルサインの異常はないが、湿性咳嗽、痰絡みあり適宜吸引施行している。酸素1L流入し酸素飽和度95～96％で経過している。

· 池野　功一様～食事、内服時のむせ込みはなし。バイタルサインの異常もない。

・新堂　寿子様～嗜好品等の要求頻回にあり。説明に対する易怒性、粗暴性はない。昼食後薬一時的に拒否することあり、時間をおいて内服している。

・澤口　利香様～OTで使用する道具は病棟に持ち帰らず、OTスタッフで管理するとのこと。引き続き、自殺に関する言動や自傷行為に注意し、所在の確認を行っていく。

＜馬渡Dr患者様診察情報＞

・小田　幸一郎様～退院先を検討していく事とし、5/18に五戸役場の職員が本人と面会予定となっている。本人は自宅退院を希望している。

・本堂　秀夫様～診察中は繰り返し帰宅要求聞かれている。説明するが、同じ質問を繰り返している。見当識障害も顕著。デジレル中止となり、デパケンR（200）2T/朝・夕で追加処方となっている。脳波指示受けする。

＜入院患者様情報＞

氏名：小笠原　ウメ様

生年月日：昭和11年3月31日　81歳

性別：女性

主病名：器質性精神障害

入院形態：医療保護入院

主治医：伊藤Dr

経過

H29.2.15くも膜下出血発症。八戸市立市民病院にてコイル塞栓術施行後、4月13日リハビリ目的にて総合リハビリ美保野病院へ転院。しかし、転院直後も昼夜関係なく徘徊、不穏、暴力行為、内服等の拒否が強い状況であった。孫の話によるとくも膜下出血発症前より認知症様の症状はあったような印象があるとのこと。同院でのリハビリ対象とはならず、自宅退院も希望していたが、症状が強い状態では自宅での対応も困難と予測。一度精神科治療を提案され、当院へ受診相談に至る。H29.5.6当院初診し、薬剤調整開始。H29.5.16症状改善目的にて当院1回目の入院(医療保護)となる。
＜入院患者様情報＞

氏名：下村　慶子様

生年月日：昭和28年5月20日63歳

性別：女性

主病名：症状性精神病

入院形態：医療保護入院

主治医：深澤Dr

経過

H28年10月から三叉神経痛の訴えが強く、食事摂取できず、体重減少がみられていた。薬剤アレルギーが多く、疼痛コントロールが困難な状況であった。徐々に身体全体の疼痛、痺れ感も訴えるようになり、精神的なものも強くなっていることから八戸赤十字病院精神科へ入院(時期不明)。H29年4月初めより「部屋の床からガスが上がってくる」「流しからも上がってくるから水が使えない」等の訴えが出現。栄養状態が不良なことから八戸市立市民病院【消化器科】に入院となる。諸検査行うが異常所見はなかった。H29.5.15自宅へ

退院となる。かかりつけ医(村井内科クリニック)受診するが体重減少ないが著しく、精神症状の増悪もあり、自宅での対応が困難なことからH29.5.16当院初診。家族より入院治療希望があったことから当院1回目(医療保護)の入院となる。

